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ロジスティクス改革と低炭素化

流通経済大学 流通情報学部

矢野裕児

大型車の長期的な低炭素化に向けた勉強会資料
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日本の最終エネルギー消費の推移
（単位：1018J）
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出典：資源エネルギー庁「平成29年度エネルギーに関する年次報告」（エネルギー白書2018）より作成

Ⅰ．貨物輸送部門のエネルギー消費の推移



貨物輸送部門エネルギー消費の推移（単位：1018J）
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出典：資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」を基に作成



特定荷主企業のエネルギー消費原単位の
5年度間の平均原単位改善状況
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出典：「荷主の判断基準遵守状況等分析報告書」をもとに作成



特定荷主企業のエネルギー消費原単位の
5年度間平均原単位の推移
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出典：「荷主の判断基準遵守状況等分析報告書」をもとに作成

93.0

94.0

95.0

96.0

97.0

98.0

99.0

100.0

101.0

102.0
合計

食料品製造業

飲料・たばこ・飼料製造業

パルプ・紙・紙加工品製造業

化学工業

石油製品・石炭製品製造業

窯業・土石製品製造業

鉄鋼業

輸送用機械器具製造業

卸売業

小売業

その他

合計

食料品製造業

飲料・たばこ・飼料製造業

パルプ・紙・紙加工品製造業

化学工業



これまで貨物輸送で省エネが進展してきた背景

貨物輸送量が減少したこと

企業が自家用貨物車を使わずに物流事業者へ外部委
託をする自営転換が進展したこと

貨物車の大型化が進展したこと

貨物車の燃費等が改善されたことなど

対応策の大きな柱であるモーダルシフト、積載率の向
上が進展しなかった
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トラックの積載効率の推移
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環境問題対応へ取り組む際の問題点
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取り組みの必要性を感じない。

物流事業者に任せきりで、わからない。

取引先との関係があり、自社だけでは解決できない。

自社内の営業・販売部門との調整が難しい。

自社内の生産部門との調整が難しい。

取り組むための資金が不足している。

取り組むためのノウハウがない。

取り組むための人員が不足している。

出典:全国通運連盟、流通経済大学物流科学研究所グリーンロジスティクス研究会
「グリーンロジスティクス構築に資する鉄道貨物輸送」

Ⅱ．環境問題対応における企業連携の重要性
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部門間、企業間の連携、調整

環境問題対応を考慮したロジスティクスシス
テム構築に向けて、他部門、取引先との調
整、連携が欠かせない。

具体的な施策を実施する場合、物流部門だけ
で解決できない部分が多い。実際には、サー
ビス水準の低下に結びつくことも多く、他部
門、取引先との連携、調整のなかで実現する
ことも多い。
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輸送に関係する施策の取り組み状況

2.2③整備

2.2④エコ
ドライブ

2.2⑤
ハード

2.2①
輸配送計
画

2.2②
積載率向
上

1.2 生産
等

1.3 商取
引

（取引先）

1.5
モーダル

62：タイヤ空気圧（3.6）
63：エアフィルター（3.5）

64：排気ガス目視（3.3）
65：エコドライブ活動（3.5）

66：エコドライブ指導（3.4）
70：エコタイヤ（3.1）

67：ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ自動車（2.9）
68：排気ガス対応車（3.0）71：バイオ燃料（1.8）

53：定期検討（3.0）
54：きめ細かい配車計画（3.4）

55：直送化と拠点経由使
い分け（3.2）

56：大型化（3.1）

57：帰り荷確保（3.1）
58：混載、共同輸送（3.0）
59：共同配送（3.0）

60：調達物流
（ミルクラン）（2.4）

61：積載方法工夫（3.3）

24：輸送効率考慮製品開発（3.0）
26：積載率等考慮生産体制（3.0）

27：取引基準設設定（2.8）
28：大ロット化（2.7）

29：頻度、ＬＴ見直し（3.0）
30：ﾋﾟｰｸ平準化（2.6） 31：定刻化待機時間削減（3.1）

35：船舶（2.7）
34：鉄道（2.4）

平均点

出典：日本ロジスティクスシステム協会資料
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環境問題対応の取り組み段階

環境問題対応の取り組みは、

第１段階 単純な各種施策への取り組み

第２段階 物流の業務改善を伴うもの

第３段階 企業内の見直しを伴うもの

第４段階 企業間の連携のもとで取り組むもの

第１段階、第２段階は物流レベルでの対応

第３段階、第４段階はロジスティクスレベルでの対応
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環境問題対応を考慮したロジスティクスシス
テムを構築するための課題

物流条件を物流部門単独で設定した条件として
捉えるのではなく、ロジスティクス全体で最適
なロジスティクス条件（ロジスティクス全体に
合致した条件）として捉え、設定

効果の明示など定量的な検討を行い、他部門、
取引先に提案

取引先との調整のあり方として、企業間のコ
ミュニケーションの強化

物流事業者が積極的に関わり、削減に結びつく
システムを積極的に荷主企業に提案。



物流活動を規定する要因の見直し
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〇取引条件の適正化

・ロットの適正化

・輸配送頻度の見直し

・リードタイムの適正化

・返品の適正化

〇企業連携の取り組み

・共同化の取り組み

・標準化の取り組み

・物流情報共有化による効率化

・物流情報交換による効率化

〇物流と連動した製品開発

・製品の軽量化、低容量化

・物流を考慮したデザイン

物流条件を物流部門単独で設定した条件と
して捉えるのではなく、サプライチェーン
全体で最適な物流条件として見直し



Ⅲ．新技術とロジスティクス
IoT等新技術がもたらす影響
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出典:産業構造審議会新産業構造部会「新産業構造ビジョン 中間整理」を参考にして作成



物流現場の改革
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輸送の改革
自動走行、ドローン、隊列走行

物流センター内作業の無人化

出典:矢野裕児「IoTがもたらすロジスティクス変革」Nextcom№27 KDDI総合研究所



新技術の活用による“物流革命”

16出典:国土交通省資料



物流現場の改革による省エネ

隊列走行による省エネ

ドローンによる省エネ

自動機器導入による省エネ

アイドリング削減による省エネ ・・・・・
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需要構造の変化を踏まえた省エネ政策のあり方
省エネ小委員会資料

18



ロジスティクス、サプライチェーンの変革

①作業工程の全体最適化

②サプライチェーン全体での情報共有化による最適化

③先を読んだ最適化

④デマンドチェーン、バリューチェーンへの展開

⑤ビッグデータとロジスティクス

⑥シェアリングサービスの展開
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ロジスティクスの改革

現在のロジスティクス

需要に合わせて商品を供給

情報がデジタル化されていない、共有化されていない

先が読めないために、結果的にその場で対応するしかない

需要変動が大きくなり非効率となる

各企業が個別に対応

今後のロジスティクス

先を読んだロジスティクス

サプライチェーンでの輸送情報、在庫情報、入出荷情報、需要予
測情報、販売情報の共有化

サプライチェーン全体の流れを把握し、計画化、平準化

ロジスティクスが計画化、平準化され、ロボット等の導入が進展
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先を読んだロジスティクス

前工程の状況を後工程に反映

入出荷情報等を事前に通知

在庫情報、輸送情報、販売情報、需要予測情報等を共有

→情報共有、見える化による計画化、平準化
物流条件の見直しによる物流需要の計画化、平準化

サプライチェーン全体の計画化、平準化

・ファーストリテイリングは、「無駄なものをつくらない、無駄なも
のを運ばない、無駄なものを売らない情報製造小売業」を目指
している。
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物流における低炭素化の考え方
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需要輸送量

・ニーズに合わせて輸送する

・重量ベースでは減少傾向

・荷動き件数は増加傾向

本当に全ての輸送が必要なのか

・返品・廃棄するものも輸送している―再配達
・複雑な流通構造－商物分離

・地産地消型への移行

本当に現在の輸送サービスは必要なのか

・商慣行の見直しが必要

・短いリードタイムの見直し

・小口多頻度、時間帯指定の見直し

貨物車の省エネ

・貨物車の性能向上

・低公害車の導入

省エネ型企業物流システム

・モーダルシフト―複数輸送手段利用の最適化
・貨物車利用最適化－省エネ運転、積載率の向上等

・拠点立地の適正化－分散化、在庫適正化

企業連携による省エネ

・取引企業間の連携－情報共有による輸送条件見直し

・水平連携による共同化－混載、拠点の共同化

・デザインフォーロジスティクス

ロジスティクスの全体最適化による省エネ

・先を読んだロジスティクス―需要予測、情報共有、事前情報伝達
・計画化、平準化

・シェアリング

・貨物・旅客輸送の融合－モビリティとしての最適化(特に過疎地、住宅団地)

・情報の電子化が前提

・標準化(パレット、かご車、通い箱、段ボール箱の標準化、バーコード、賞味期限
等の表示、表示方法の標準化、伝票の標準化、データの標準化、物流作業手順

の標準化)が前提

AI、IoT等の新技術

需要側 供給側


